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理念

自 己 実 現 と 共 生 を め ざ す

心 豊 か な ひ と づ く り

基本目標

共 生 教 育 の 充 実 と 生 涯 学 習 の 推 進



「共生」の息づく町に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　新型コロナウイルスの影響で令和２年度は厳しいスタートになった。学校も臨時休業が長ら

く続き、５月の末になってようやく再開することができた。しかし学校を開いても、感染拡大

を防ぐ努力たるや並大抵のことではなかった。

　さらに７月末に襲ってきたのは５０数年ぶりの最上川の氾濫である。浸水被害により子どもた

ちにも影響が出た。町内各所で道路の欠損や崖崩れが発生した。人的被害が出なかったことを

むしろ喜ぶべきなのかもしれない。

　ボランティアの動きは早く、時をおかずして高校生や一般の方々が被災地区に入ってくれ

た。梅雨明けの時期、強い日射しの中での作業となり、ボランティアの方々には頭の下がる思

いがした。

　８月５日付けの山形新聞に、被害に遭われた木工製品の製作販売を手がける左沢１区の区長

さんの言葉が載せてあった。「コロナ禍の影響で営業不振になったところへ水害に追い打ちを

かけられた。希望を失いかけたとき、ボランティアのみなさんが駆けつけてくれて、その姿が

大きな希望につながった」

　「共生社会」は「みんなともだち」の社会。人と人とのかかわりの中で、互いに認め合い、

尊重しながら、互いに高まり合っていく。強者も弱者も、勝者も敗者も、ハンディのある者も

ない者も、みんな手を携えて生きていく。今回のボランティア活動の中に、共生教育のひとつ

の姿を見る思いがした。

　少子高齢化に一段と拍車が掛かる２０２０年代にあって、自然な形で「共生」が息づく町にな

ることを願って止まない。

　　令和２年９月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大江町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　犬　飼　藤　男
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第１編　計画の基本的な考え方

　第１章　計画策定の趣旨・位置づけ・方針・計画期間

　第１節　計画策定の趣旨

　平成１８年に改正された教育基本法では、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、国に対して、教育の振興に関する施策についての方針等、基本的な計画（教育振興基

本計画）を定めることを義務づけています。これを受けて国では、平成２０年に第１期教育振興基

本計画を、続いて平成２５年に第２期計画を策定しました。平成３０年６月には第３期となる教育

振興基本計画を閣議決定し、第２期計画で掲げた「自立」「協働」「創造」の３つの方向性を引

き継ぎつつも、超スマート社会（society5.0）の実現に向けた技術革新が急速に進んでいる中で、

豊かな人生を生き抜くため、また一人一人が活躍できるような社会にするうえでの教育の果たす

役割等を盛り込んでいます。

　また、教育基本法は、地方公共団体に対しても、国の教育振興基本計画を参酌し、地域の実情

に応じた教育の振興のための基本的な計画を策定するよう努めることを求めています。

　山形県においては、基本目標を「人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり」とし、

「いのち」を大切にし生命をつなぐ教育を推進するなど１０項目の基本方針を定めた第６次山形県

教育振興計画を策定して、平成２７年度からおおむね１０年間で目指す教育の基本姿勢を示しまし

た。現在は令和２年度から５年間において、総合的かつ計画的に取り組む主要な施策の方向性や

取り組みを定めた後期計画を策定して教育振興に取り組んでいます。

　本町では、平成２２年度に今後１０年間の教育のあり方を見据え、平成２６年度までの５か年間

の教育振興計画を策定しました。平成２７年度からは、社会や経済の変化、そして国・県の教育

施策の動向を踏まえつつ、本町における教育施策の新たな指針となる「第２次大江町教育振興計

画」を策定し、共生教育の理念に基づいた教育活動を進めてきました。

　第２次計画も５か年を経過しその計画期間が終了することから、「共生教育」の理念を引き継

ぎつつも、人口減少と少子高齢化や核家族化の進行、またグローバル化や情報化社会の進展など

に対応した、本町における教育施策の新たな指針となる「大江町教育プラン（第３次大江町教育

振興計画）」を策定するものです。
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　第２節　計画の位置づけ

　本計画は、教育基本法第１７条第２項に基づく大江町における「教育の振興のための施策に関す
る基本的な計画」として位置づけるものです。また、「大江町総合計画」（令和２年度策定）を

上位計画として、教育分野における個別計画との整合を図りながら、本町の今後の進むべき方向

とその実現のために必要な施策等を明らかにするものです。

　第３節　計画策定の方針

　「大江町教育プラン（第３次大江町教育振興計画）」は、実施計画や行動計画の指針とするも

ので、中期的な方向性を示すものです。策定にあたっては、教育施策を取り巻く状況の変化と現

状を把握し、取り組むべき課題を整理するとともに、本町の教育の理念を示し、教育振興のため

の基本的な目標と施策を分野毎に設定し、その基本目標達成に向けた各種施策を展開していきま

す。

　第４節　計画期間

　本計画の計画期間は、今後の１０年間の教育のあり方を見据えた、令和２年度（２０２０年度）

から令和６年度（２０２４年度）までの５年間とします。
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　第２章　大江町の教育の理念と基本目標

　本計画では、「大江町総合計画」における基本目標に掲げられた３つの柱、「ひと」「くら

し」「しごと」に沿って、次の理念および基本目標に基づいて本町の教育を推進します。

　第２次大江町教育振興計画での理念を継続し、幼少期から高齢期まで、学校教育や社会教育だ

けでなく、歴史、文化、スポーツ、健康等の様々な分野で、それぞれの年代の町民が共に学び共

に生きることで、より充実した人生の自己実現を図り、大江町の良さを生かして新しい時代を生

きるための心豊かな人間性を備えたひとづくりを目指します。

　また、この理念を実現するために、学校教育における自他が互いに高まり合う共生教育のみな

らず、人生におけるすべてのステージの生涯学習をとおして共生教育を充実させ、人と人とのか

かわり合いの中で激動の時代を豊かに生き、２１世紀にふさわしい感性と創造性を磨き、自らの可

能性を広げていく教育を目指します。

　　　　理　　念　「自己実現と共生をめざす心豊かなひとづくり」
　　　　基本目標　「共生教育の充実と生涯学習の推進」

※ 大江町の共生教育とは……
　他者とのかかわり合いの中で、互いの存在価値を認め尊重し合い、その「かかわり」

によって互いに高まり合うことを目指しています。

　自分自身の価値に気付くとともに、他者を尊重し、多くの人々と交流を図りながら、

考えや心を耕していくことにより、人生の各ステージにおいて、豊かにたくましく生き

ることができるのです。

　この他者とのかかわり合いの中から生まれる「きずな」や「つながり」を大切にする

ことによって、共に生きることを実感し、新しい考えや判断する力、物事を創造する力

などが生まれ、生きがいをもって生きることができる、そのような教育の姿を目指して

います。
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第３章　分野別目標

第１節　未来を切り拓く力を育む学校教育の推進
　　　　　～子どもたちの確かな未来のために～

　変化の激しい社会において、高度情報技術の普及・グローバル化・人口減少などのさまざま

な課題に対応していく必要があります。そのような社会を子どもたちは生き抜き、生きがいを

感じながら自分の生活を豊かにしていかなければいけません。そのために、社会的に自立し、

多様な人々と協働し、新たな価値を創造するための資質・能力を身につけた児童生徒の育成を

推進します。学校教育において、これまで推進してきた共生教育をさらに充実させながら、確

かな未来を築くための基盤となる学力・豊かな心・健やかな体の育成に努めます。

第２節　つながりを育み、生きがいや学びを深める社会教育の推進
　　　　　～毎日を活き活きと暮らすために～

　人生１００年といわれる現代において、生涯学習の基盤を整備することは、町民一人一人の

自己実現に寄与するだけでなく、地域社会全体にとっても有意義なものとなります。そのため

町民みんなが、生涯学習を通じて人とのつながりを育み、毎日を活き活きと暮らせるよう、生

きがいや学びを深める共生教育を推進していきます。また、地域社会全体で青少年及び青年の

多様な体験を支援することで、子どもたちの豊かな成長を支えるとともに次代を担うリーダー

の育成を目指します。さらに、芸術文化への関心を喚起する事業を進めるとともに、魅力ある

芸術文化活動にふれる機会を設け、町民の芸術文化に対する意識の向上に努めます。

第３節　ふるさとの文化に親しみ、郷土への誇りと愛着を育む教育・文化活動の推進
　　　　　～薫り高い文化の息づく風土のために～

　町内には、特色のある民俗芸能や伝統行事、歴史的な文化財が数多く残っています。これら

先人が残してきた伝統や文化財を守り、後世に伝えていくことは、今を生きる私たちの責務で

もあります。郷土の誇りである文化財や民俗芸能文化の保護と整備を進めるとともに、これら

に親しみ、学び、ふれあう活動を推進し、薫り高い文化の息づく風土づくりを推進します。

　また、文化財の継承や保存と同時に、近年はこれらの活用が注目されつつあることから、さ

まざまな場面で文化財を知る、ふれあう、学ぶ機会の創出を図るとともに、観光等での活用も

図っていきます。
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第４節　健やかな体と豊かな心を育む教育・スポーツ活動の推進
　　　　　～健康と生きがいづくりのために～

　スポーツには競技力向上だけでなく、体力づくりや健康増進、地域コミュニティの場所づく

りとして町民の関心とニーズが高まっています。この要望に応えるために、町民の生涯にわた

る興味・関心・適性等に配慮し、いつでも・だれでも・どこでも体を動かすことが可能なス

ポーツ環境の整備を推進し、健康と生きがいづくりの創出に努めます。

　また、競技やライフスタイルの多様化による、成年スポーツ団体の会員減少や会員の高齢化

に対する支援と、少子化による少年スポーツ組織の運営困難な状況に対応するために、青少年

スポーツのあり方について検討を進めます。
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大江町教育プラン（第３次 大江町教育振興計画）　体系図

理念����基本目標����分野別目標� ����������施　　策� � ����������������������������������������������項　目

①協働的な学びの中で学力をのばす授業づくりの推進
②学習基盤を培い、豊かな心を育む読書活動の推進
③幼保・小・中学校の連携の推進
④家庭学習の習慣化を図る取組みの推進

①「いのち」を大切にする教育の推進
②いじめ・不登校への組織的取組みの推進
③教育相談機能の充実と強化
④施設・設備などの教育環境の整備

①生活リズムの確立と自己コントロール力の育成
②体力の向上と健康の増進
③子どものいのちを守る保健指導の推進
④心と体の源である食育の推進
⑤給食における地産地消の推進と食の安全の確保

①地域とともにある学校の推進
②ふるさと学習の推進
③勤労観・職業観を育てる教育の充実
④藤田の丘分校の教育の充実
⑤地域に根差した左沢高校との連携
⑥大江町ふるさと奨学金の充実

①異文化理解とコミュニケーション能力の育成
②ＩＣＴ教育とプログラミング教育の推進
③持続可能な社会の担い手を育む環境教育の推進

①早期連携による幼児教育への支援
②特別な支援を要する子どもたちへの教育の推進
③社会的自立に向けた切れ目のない支援

①公民館活動の充実
②事業推進体制の充実
③自治公民館・コミュニティセンターとの連携

①図書館と学校との連携
②利用者の立場に立った図書館サービスの充実
③資料の収集・保存・提供の充実

①親の学習機会の充実
②地域ぐるみの子育て支援活動の推進
③安全な居場所づくりと体験活動の推進
④学校と地域の連携協働の推進

①青少年育成活動の推進
②地域活動への参加の推進
③次世代を担うリーダーの育成

①芸術文化活動の振興
②芸術文化機会の充実

①史跡左沢楯山城跡保存・整備の推進
②重要文化的景観「最上川の流通・往来及び左沢町場の景観」の活用
③町の歴史資料等の保存
④民俗芸能文化の保存

①地域に残る文化財等の活用
②歴史民俗資料館等の活用

①いつでもだれでもどこでも楽しめるスポーツ活動の推進
②生涯にわたりスポーツに親しむ活動の推進
③町民が主体的に参加する地域スポーツの推進
④感動や夢を与えるスポーツの推進

①体育協会及び大江スポーツクラブO-STEPを核とした組織の育成・連携支援
②青少年スポーツのあり方の検討

①施設の整備
②施設の管理・運営

�1��社会を生き抜く基盤となる確かな学力の育成

�2��安心安全な教育環境の充実

�3��健やかな心身を育む健康教育の推進

�4��大江町を愛する子どもを育成する教育の推進

�5��変化に対応し、社会で自立できる力を育む教育の推進

�6��特別なニーズに応じた教育の推進

�1��生涯にわたる学習の充実による社会力の育成

�2��図書館を核とした読書の推進

�3��家庭・地域・学校との連携による教育の充実

�4��青少年の健やかな育成

�5��芸術文化活動の推進

�1��未来に向けた文化財等の保護と整備

�2��町の文化・歴史を学ぶ機会の創生

�1��生涯にわたるスポーツ活動の推進

�2��スポーツ組織の育成・連携支援

�3��スポーツ環境の整備・充実
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　第１節　社会を生き抜く基盤となる確かな学力の育成

◇ 現状と課題

　本町では全国学力学習状況調査などの結果から見える傾向とし
て、長い文章から必要な情報を抽出するなどの読解力や意図に応じ
て書く力に課題がみられます。それらの課題を克服するためにも
「確かな学力」といわれる『基礎的・基本的な知識・技能の習得や
理解』、それらを活用して課題を解決するために必要な『思考力・
判断力・表現力の育成』『学びに向かう力と人間性の涵養（かんよ
う：ゆっくりと養い育てること）』を目指して、主体的・協働的
（対話的）な学びとなる探究型学習※１の実践が求められています。
　子どもたちに「確かな学力」をつけるためには、「課題の設定」
「情報収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程を大切にしな
がら、かかわりの中で知識・技能はもとより、それらを活用し多様
な人々と協働し課題や困難を解決していく力が互いに高まっていく
『学び（探究型学習）』を追究していくことが重要だと考えます。
「わかるから好きだ」「好きだからわかる」という循環が生まれる
『わかる授業』を推進することや、子どもたちの実態を把握し、子
どもたちの思考に寄り添った効果的な授業を展開することで、子ど
もたちの学習意欲を向上させ、確かな学力を身につけさせることが
できます。そのために学校では、子どもたちが各教科等の見方・考
え方を働かせ深い学びが展開されるように授業改善を進めたり、学
習基盤となる力を培ったりする必要があります。

◇ 施策の展開

①協働的な学びの中で学力をのばす授業づくりの推進
　自他が互いに高まり合う共生教育の考えに基づいて学習を推進
し、児童生徒一人一人に確かな学力を身につけさせるためには、子
ども同士がかかわりながら学習を進めるだけでなく、「個」の学び
を保障する必要があります。それらの学習がより効果的に展開さ

※１　探究型学習
　「課題の設定」「情報収集
（文献・教材・資料の調査・
フィールドワーク、実験、観
察等の活動）」「整理・分
析」「まとめ・表現」という
一連の探究活動のプロセスに
主体的に参加することをとお
して、知識・技能と学び方を
バランスよく習得させなが
ら、課題を解決するために必
要な思考力・判断力・表現力
等を育んでいくことのできる
多様な学習方法・形態の総
称。「探究型学習」で育成を
目指す資質・能力は「主体
的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善で目指す
資質・能力と同じ。

第２編　施策の方針

　第１章　未来を切り拓く力を育む学校教育の推進
　　　　　　　～子どもたちの確かな未来のために～
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れ、子どもを見取るための取り組みや、「個」と「かかわり」の両
方を大切にした授業、すなわち『主体的・協働的な探究型学習』が
展開されるよう、各学校の取り組みを、物・人・指導法等多方面で
支援しながら授業づくりを推進します。
　また、各校の成果を共有し、さらに発展させるため、大江町学校
教育センター※２の活動を推進します。

②学習基盤を培い、豊かな心を育む読書活動の推進
　知識と豊かな感情を育み、創造性を高めるためには、本を読むこ
とが好きな子どもを育てていく必要があります。現在は、各種メ
ディアやインターネット環境の普及により、子どもの読書離れが指
摘されています。本町でも読書をする子どもとしない子どもが二極
化しているという課題があります。
　各学校において読書活動を効果的に位置づけ、本にふれ親しむ機
会を確保します。読み聞かせの実施や親子読書等をおこない、地域
や家庭との連携を図り、本の世界の豊かさを実感する場面を設ける
取り組みを推進します。また、将来的には町立図書館とオンライン
でつなげていく等の連携を図りながら学校図書の環境整備を推進し
ます。そしてこれらの読書推進活動をとおして、読解力の向上につ
なげていきます。

③幼保・小・中学校の連携の推進
　就学前の教育は、義務教育と連続する教育課程であるという認識
に立ち、小学校では幼保小連携スタートプログラム※３を積極的に導
入し、幼保と小学校のスムーズな接続が図れるようにします。同時
に、小学校と中学校においても、学校間の交流や学校教育センター
の事業において相互連携を図り、中１ギャップ※４の解消や学びの連
続性を踏まえた小中連携を充実させます。

④家庭学習の習慣化を図る取り組みの推進
　「確かな学力」は、学校で実施される授業だけで身につくものでは
なく、各家庭での学習のあり方が大きな影響を与えていることが、全
国学力・学習状況調査でも浮き彫りにされています。
　子どもたちの健全な育成と家庭における学習の習慣化を目指し、
「規則正しい生活習慣の確立」や「家庭における時間の使い方」等に
ついて、教育講演会やＰＴＡ研修会の場で研修するなど、家庭と学校
が協力し、同じ視点に立って子どもを育てる教育を推進します。

※２　大江町学校教育センター
　町立各学校のすべての教員
等で構成する機関で、教育に
関する専門的・技術的事項の
研修及び研究をおこない、学
校教育の充実向上に資するこ
とを目的とする。

※３　幼保小連携スタートプ
　　　ログラム
　平成18年に教育基本法が
改正され、幼児期の教育の重
要性が位置づけられたこと
や、小学校１年生に意欲を
持って入学したにもかかわら
ず、入学直後に不適応を起こ
してしまう子どもが多い（小
１プロブレム）ことを受け、
幼稚園・保育所等の幼児教
育・保育機関及び小学校にお
ける子どもの成長と学びが滑
らかに接続することを願い、
平成22年に山形県教育委員
会が作成したプログラム。

※４　中１ギャップ
　学習内容や人間関係の変
化、心身の発達（思春期）な
どの原因が作用し、小学校か
ら中学校に進学した際、不登
校やいじめの増加などの問題
が生じる現象のこと。
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　第２節　安心安全な教育環境の充実

◇ 現状と課題

　価値観が多様化した社会の中で生きる現代の子どもたちの前に
は、多くの困難が立ちふさがっています。子どもや保護者の悩みと
不安を受け止め、いじめや不登校、問題行動の未然防止と早期発
見、解決を図るため、教育相談の重要性が増しています。学校内に
おける相談体制の充実を図ることはもちろんですが、学校外の相談
機関の活用を進めることが重要となってきます。
　悩みを抱える子どもたちの心をしっかりと受け止めるとともに、
自分の力で困難を乗り越える力を育成することも必要です。そのた
め、これまで進めてきた自尊感情やコミュニケーション力の育成
を、学校はもとより、家庭・地域・関係機関が自らの役割を認識
し、それぞれが連携しながら、子どもが安心して学校に通える環境
づくりを推進する必要があります。

◇ 施策の展開

①「いのち」を大切にする教育の推進
　子どもたちの自主的な活動の展開や道徳教育の充実など、様々な
活動をとおして、自分自身がかけがえのない存在であることを意識
させ、自分を大切にする心を育てるとともに、他人のことも思いや
れる心を育てる教育活動を推進します。
　また、すぐれた芸術や文化にふれる場面を設け、豊かな人間性や
感情を育てる情操教育にも力を入れていきます。
　心の教育を充実させることで生命の大切さを学び、いじめや暴力
行為を追放し、さらには社会的環境の変化による価値観の違いを受
け入れ、差別や偏見を許さない強い心を育み、困難に立ち向かい、
たくましく生き抜く力を持った子どもの育成を目指します。

②いじめ・不登校への組織的取り組みの推進
　子どもの自尊感情を育てることが、困難に立ち向かうことのできる
子どもの育成につながります。そこで、町全体の共通認識のもと、各
校で「学校いじめ防止基本方針」を策定し、検証改善サイクルを確立
します。また、子どもたちの児童会・生徒会活動をとおして、自浄作
用が生まれるいじめのない学校を創ることを目指します。
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※５　スクールソーシャル
　　　ワーカー
　子どもの家庭環境による問
題に対処するため、児童相談
所と連携したり、教員を支援
したりする福祉の専門家。

※６　施設長寿命化計画（公
　　　共施設個別計画）
　施設長寿命化計画（公共施
設個別計画）とは、公共建築
物について、中長期的な視点
から、施設保有量の適正化と
長寿命化、財政負担の軽減
を図るための計画的な維持・
更新のため、予算規模に応じ
た費用の平準化、優先づけ等
をおこなうことで事業実施の
有無や実施時期を適切に判断
し、着実な事業実施が可能と
なる整備方針を示すことを目
的とするもの。

　さらに、不登校対策として、小中学校間の接続に配慮した教育活
動を取り入れるなど、不登校の未然防止の取り組みを充実させま
す。不登校の子どもたちとその保護者には、それぞれの子どもに合
わせた心のケアをおこないながら、学校への復帰はもとより、社会
的な自立を目指す観点に立った支援をおこないます。
　そのうえで、いじめ・不登校問題を解決するために、各学校の教
育課程全体をとおして、いじめ等を未然に防止するために必要な方
策を明確に位置づけ、組織的に子どもたちを育てる教育を推進しま
す。
　
③教育相談機能の充実と強化
　心に悩みを抱える子どもを支援するため、学校との連携を密にし
て町の教育相談体制を継続していきます。またスクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカー※５、別室登校に対応する人材の
配置など、県の事業も活用しながら学校における相談体制を充実さ
せ、子どもや保護者の悩みに対応できる環境を構築します。
　社会の複雑化・多様化により、さまざまな環境に置かれた子ども
が増えてきており、学校教育だけでなく、福祉や警察等、多方面に
わたる機関が連携しながら指導に当たる必要性が高まっています。
各機関が集まる機会を設け、情報交換と支援の方向性を確認し、適
切なサポートが実施できる体制を充実していきます。

④施設・設備などの教育環境の整備
　児童生徒が安心して学校生活を送ることができるように、施設の老
朽化や破損への対応など、施設長寿命化計画（公共施設個別計画）※６

を踏まえつつ計画的な学校施設の整備を図るとともに、学習に必要な
備品や図書の充実など、物的環境の整備を推進します。
　また、保護者が安心して学校に通わせることができるように、遠
距離通学者の通学手段の確保と、保護者の経済面を支援する取り組
みを推進します。
　さらに、将来的に少子化が進む中において、子どもたちが最善の
環境で学べるようにするために、適切な規模の学校のあり方や小中
一貫教育をも含めた検討のための準備を進めます。
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※７　ゲーム脳
　理性をつかさどる前頭前野
の機能が低下し、依存状態か
ら抜け出せなくなる脳の障
害。

　第３節　健やかな心身を育む健康教育の推進

◇ 現状と課題

　本町における家庭生活の状況は、家族一緒の食事をしている割合
や、朝食を食べている割合は全国に比べて高い傾向にあります。し
かしながら、インターネットの利用やゲーム等に費やす時間も年々
増加している傾向がみられます。健康な体の育成は、規則正しい家
庭生活と、しっかりした食生活に支えられています。健康について
正しい知識を持ち、適切な運動をおこなうことで、たくましい心と
体を育てていくことが重要です。

◇ 施策の展開

①生活リズムの確立と自己コントロール力の育成
　規則正しい家庭生活は、健康だけでなく、子どもにとって「心の
成長」や「学習」など全ての基礎となります。しかし、家庭によっ
て食事の時間の取り方は異なるなど、一律に「こうあるべき」とい
う生活リズムはありません。各家庭の実態に合わせ、何を重視すれ
ば良いのか、必要な要素は何かなど、学校と家庭が連携して子ども
を育てることを目指し、さまざまな場面で研修の機会を設け、生活
リズムの確立を目指します。また現代はネットやスマホ依存、さら
にはゲーム脳※７などが子どもの成長に影響することが危惧されてい
ます。自分を制しながら、そのような機器と上手につき合っていく
ことが求められます。そのために、各学校での取り組みや家庭との
連携を図り、自己コントロール力を培っていきます。

②体力の向上と健康の増進
　子どもの体力等の実態を把握し、能力や発達段階に合った運動を
体験させることで、運動が好きな子どもの育成に努めます。また、
体育の時間を大切にすることで、全ての子どもに運動の機会を与え
ることを重視し、体力の向上と健康の維持・増進に向けた取り組み
を推進します。

③子どものいのちを守る保健指導の推進
　自分のことを知り、いのちを大切にできる子どもを育てるため
に、家庭や地域と連携しながら保健指導や安全指導を充実させま
す。また、子どもが安心して学校生活を送ることができるよう、子
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どもを取り巻く環境面も充実させるとともに、子どもを見守ること
になる教職員に対して、安全確保のための研修機会を設けるなどの
取り組みも推進していきます。

④心と体の源である食育の推進
　健やかな心は、健全な体があってこそのものです。その心と体を
つくる源である『食』を充実させるために、学校給食において伝統
料理の提供や栄養教諭による栄養バランスの指導などの食育を推進
します。
　また、食育の状況を家庭に発信することをとおして、家庭と学校
が連携して、豊かな食生活が確立されることを目指します。

⑤給食における地産地消の推進と食の安全の確保
　産直団体と連携を取りながら、地元の旬の食材を学校給食に取り
入れ、給食交流会など生産者との交流の場を設けることにより、地
産地消と、生産者の顔が見える安心な学校給食の実施を推進しま
す。
　また、給食施設における日常の除菌・清掃や適切な修繕・整備を
実施するとともに、食材の検査等を適確におこない、子どもたちに
安全で安心な学校給食を提供します。
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※８　コミュニティ・スクー
　　　ル【学校運営協議会】
　学校と地域住民等が力を合
わせて学校の運営に取り組む
ことが可能となる「地域とと
もにある学校」への転換を図
るための有効な仕組み。

　第４節　大江町を愛する子どもを育成する教育の推進

◇ 現状と課題

　全国的に少子高齢化を迎え、本町でも人口減少が大きな課題と
なっています。現在の子どもたちが大人になり、「大江町で暮らし
たい」「大江町に貢献したい」という思いを抱くようになることが
大切になってくると考えます。一度大江町を離れたとしても、その
思いがあることによって、「大江町に戻ろう」という意識の醸成に
つながるのではないでしょうか。
　大江町は、「重要文化的景観」に選定されるなど、全国に誇れる
歴史と文化がある町です。しかしながら子どもたちは、自分が育っ
たふるさとの良さを十分に認識しているとはいえません。ふるさと
を愛する心を育てるため、地域の人々とのかかわり合いをとおし
て、各学校においても地域と連携しながら、大江町を愛する子ども
を育成する教育を展開する必要があります。

◇ 施策の展開

①地域とともにある学校の推進
　コミュニティ・スクール【学校運営協議会】※８の設置を目指し、
これまでおこなってきた地域学校協働活動をさらに充実できるよう
にします。そして地域と学校、保護者らが、将来社会を担う子ども
たちの目指す姿や目標を共有するとともに、一体となって育ててい
く体制を構築し、自分が生まれ育った地域や町を愛する子どもを育
んでいきます。

②ふるさと学習の推進
　大江町が、「重要文化的景観」に選定されたことを含め、自然豊
かなふるさとを愛する心を育てるために、ふるさと学習を推進しま
す。
　夏まつりや舟唄健康マラソン大会、正調最上川舟唄全国大会等
の、地域で開催されるイベントへの積極的な参加を促し、まちづく
りへの参画意識を高めます。さらに総合的な学習の時間等をとおし
た、児童生徒の自然体験活動や社会体験活動など、実体験を重視し
た「ふるさと学習」を充実させるとともに、教職員も大江町への理
解を深めることができるよう研修の場を設定していきます。
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※９　キャリア教育
　一人一人の社会的・職業的
自立に向け、必要な基盤とな
る能力や態度を育てることを
とおして、キャリア発達を促
す教育。（キャリア発達と
は、社会の中で自分の役割を
果たしながら、自分らしい生
き方を実現していく過程をい
う）

※10　施設内学校
　児童自立支援施設である山
形県立朝日学園に入所してい
る児童・生徒に対して、学校
教育を実施するために、朝日
学園内に設置した学校（平成
25年4月開校）で、左沢小学
校と大江中学校の分校として
位置づけられている。

③勤労観・職業観を育てる教育の充実
　将来、社会人として誇りをもって生活していくためには、児童・
生徒の段階からのキャリア教育※９が重要であり、さらには新たな
価値や技術を創造し、社会に革新をもたらす発想力などの素地を培
う必要があります。小学校では、町内公共施設の見学や社会の仕組
み、働く人の営みを学習するような地域と密着した教育活動を推進
します。また中学校では町の産業を学ぶため、農業や町内企業等で
の職業体験活動を充実させ、地域の人材や企業等と連携して、勤労
観と職業観を育成する教育活動を推進します。そのような活動の中
で、地域の人や体験活動を一緒にする仲間とのかかわりを大切に
し、新たな見方や考え方を構築できるようにします。

④藤田の丘分校の教育の充実
　山形県立朝日学園の施設内学校※10として開設されている左沢小学
校と大江中学校の藤田の丘分校の教育を充実させるため、施設と地
区とのつながりを大切にした教育を展開するとともに、学び直しの
ための教育環境の充実など、様々な面で支援をおこないます。

⑤地域に根差した左沢高校との連携
　山形県立左沢高等学校は、地域の中核的な後期中等教育機関であ
り、総合学科校として地域と密着した学校であることから、町内の
ＰＴＡ組織も、小・中・高が一体となって活動しています。この伝
統を継続し、左沢高校の更なる教育機能の充実に向け、関係機関や
「左沢高校を支援する会」と連携しながら取り組みを推進します。
また、小中学校の児童生徒が左沢高校の魅力を感じられるよう、左
沢高校と小中学校の交流や連携を図り、様々な学びが展開される環
境を構築します。

⑥大江町ふるさと奨学金の充実
　本町では、平成２３年度から「ふるさと奨学基金」を設け、高校
生・大学生等の就学を支援するため、無利子で奨学金を貸与する
「大江町ふるさと奨学金」を創設しています。この制度は、子ども
たちの大江町に対する思いを深めていくことにつながるため、大江
町ふるさと奨学金制度を継続、充実していきます。
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※11　ＩＣＴ教育
　 I C T と は 情 報 通 信 技
術 「 I n f o r m a t i o n  a n d 
C o m m u n i c a t i o n 
Technology」の略で、コン
ピュータやインターネットな
どの情報通信技術のことを指
す。ICT教育とは、それらの
機器を効果的に活用した授業
や、機器の使い方の学習、情
報活用能力の学習など、広い
意味で使われている。

※12　Society5.0
　超スマート社会として、仮
想空間と現実空間を高度に融
合させ、全ての物や情報、人
をひとつにつなぐとともに、
ＡＩ（人工知能）等の活用に
より、経済発展と社会的課題
の解決を図る人間中心の社会
のこと。

※13　プログラミング的思考力
　自分が意図する一連の活動
を実現するために、どのよう
な動きの組み合わせが必要で
あり、ひとつひとつの動きに
対応した記号を、どのように
組み合わせたらいいのか、記
号の組み合わせをどのように
改善していけば、より意図し
た活動に近づくのかというこ
とを論理的に考えていく力。

※14　ＧＩＧＡスクール構想
　ＧＩＧＡは「Global and 
Innovation Gateway for 
all」の略で、子どもたち一人
一人の個性に合わせて個別最
適化された教育の実現のため
に、義務教育を受ける児童生
徒に一人１台の学習用パソコ
ンと高速ネットワーク環境な
どを整備する計画。

　第５節　変化に対応し、社会で自立できる力を育む教育の推進

◇ 現状と課題

　グローバル化や高度情報通信等の技術革新、人口減少と少子高齢
化などの時代の変化に伴い、子どもを取り巻く環境が大きく変わっ
てきています。こうした変化に対応し、一人一人が自立して多様な
人々と協働し、新たな価値を創造していく人づくりが求められてい
ます。
　各学校間において連携した外国語教育やＩＣＴ※11教育を実施し、
各学校が持続可能な社会の担い手を育てるための手立てを講じる必
要があります。

◇ 施策の展開

①異文化理解とコミュニケーション能力の育成
　現代社会においては、多様な人々と協働し新たな価値を創造する
人材の育成が求められています。この多様な人々の中には、外国の
人々も含まれます。現在は、入国管理法の改正により、本町でも多
くの外国人就労者が生活しており、今後さらに増えることが予想さ
れます。さらに学習指導要領も改訂され、小学校高学年の外国語の
教科化や、小学校中学年の外国語活動が導入されました。これらの
ことを受け、外国の人々との交流をとおし、言語や文化に対する理
解を深めることで、社会や経済のグローバル化に対応し、国際社会
に貢献できる子どもの育成を目指します。そのため、より多くの外
国人とふれあうことのできる環境整備に努め、中学生国際理解教育
研修や英語学習力向上事業の実施など、英語を直接体験する教育環
境の実現を図ります。

②ＩＣＴ教育とプログラミング教育の推進
　Society5.0※12の社会を目指す中で、求められる人材のひとつにＡＩ
（人工知能）やデータの活用力を最大限発揮し展開できる能力が挙
げられています。授業において積極的にＩＣＴ機器を活用し、コン
ピュータやプログラミングについての正しい理解を深め、プログラ
ミング的思考力※13を培うための教育を推進します。そして、学習効
果の高まりや学力の向上につなげられるよう研究・研修を深めてい
きます。
　また、国のＧＩＧＡスクール構想※14により、児童生徒一人１台の
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※15　ＥＳＤ
　ＥＳＤは「Educa t i on 
f o r  S u s t a i n a b l e 
Development」の略で「持
続可能な開発のための教育」
と訳される。今、世界には環
境、貧困、人権、平和、開発
といった様々な問題がある。
ESDとは、これらの現代社
会の課題を自らの問題として
捉え、身近なところから取り
組むことにより、それらの課
題の解決につながる新たな価
値観や行動を生み出すこと、
そしてそれによって持続可能
な社会を創造していくことを
目指す学習や活動のことであ
る。

端末整備、校内通信ネットワークの整備を一体的におこなっていき
ます。そして、高度情報化社会の中において誰一人取り残すことの
ない教育を推進するとともに、子ども一人一人の学びの個別最適化
を図り、今後のデジタル教科書の本格導入や学力調査等の利用にも
対応していきます。

③持続可能な社会の担い手を育む環境教育の推進
　持続可能な社会に向けた環境教育【ＥＳＤ】※15の重要性が高まって
います。開発を否定するのではなく、大切なものを後世に残すこと
のできる状況をつくりながら開発を進めることが、持続可能な社会
をつくることにつながります。このようなことを、関係する教科等
の場面に応じて学習しながら、将来につながる環境教育を推進しま
す。特に、大江町の歴史（貴重な文化遺産など）や自然（貴重な動
植物など）を知る活動を充実させ、それらを守る行動ができるよう
に取り組みます。
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※16　インクルーシブ教育
　共生社会の形成に向けて、
障がいのある人と障がいのな
い人ができるだけ同じ場で学
ぶ仕組み。障がいのある子ど
もが十分な教育を受けるため
の多様な教育の場を、教育的
ニーズ（必要感）に応じて準
備することが大切とされてい
る。

　第６節　特別なニーズに応じた教育の推進

◇ 現状と課題

　大江町が目指す「共生教育」と、今求められる「インクルーシブ
教育」※16の理念には、共通するものがあります。誰もが共に、同
じ環境下で教育を受けることができるようにするために、特別な支
援を要する児童生徒に対して、個別の支援など、合理的な配慮がお
こなわれるよう努める必要があります。そのためにも、就学前の幼
少期から社会参加まで適切な教育を実施することが求められていま
す。

◇ 施策の展開

①早期連携による幼児教育への支援
　幼児期は、基本的生活習慣、基礎的体力、コミュニケーション能
力といった生涯にわたる人間形成の基礎を培う時期です。そのため
幼児の健全な発達を保障できるよう、不安を抱える保護者に対する
相談体制や指導体制を充実させるために、幼稚園・保育所と連携し
ながら、特別支援教育を推進していきます。また、保護者の経済面
をも支援する取り組みを推進します。

②特別な支援を要する子どもたちへの教育の推進
　発達障がいなど、特別な支援を必要とする子どもが増えてきてい
ます。インクルーシブ教育の理念から、集団の中で、共に教育を受
けることが望まれている現状を受け、支援員の配置による個別の支
援の実施などの合理的配慮がおこなわれるよう、楯岡特別支援学校
大江校との連携を推進するなど、さまざまな面で子どもと学校を支
援します。

③社会的自立に向けた切れ目のない支援
　障がいのある子どもの社会的自立に向けた自らの活動を支援する
観点に立ち、それぞれの年齢段階でかかわる関係機関が連携しなが
ら支援する必要があります。各学校において個別の教育支援計画や
指導計画を作成し、関係機関との確実な引き継ぎを推進します。
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　第１節　生涯にわたる学習の充実による社会力の育成

◇ 現状と課題

　生涯にわたり学び続けることは、心豊かに生きるために大切なこ
とです。人生１００年時代といわれる現代、社会の成熟化に伴って自
由な時間が増大するとともに、心の豊かさや生きがいのための学習
需要が高まってきています。これらの学習需要に応えるために生涯
学習の基盤を整備することは、個人の自己実現だけでなく、地域社
会の活性化や高齢者の社会参加・青少年の健全育成、女性の社会参
画など社会全体にとっても有意義なものとなります。そのため、町
民一人一人の主体的な学習を基礎にして、自己の人格を磨き、豊か
な人生を送ることができるよう、公民館を拠点として人づくりをと
おした地域づくりを推進する必要があります。

◇ 施策の展開

①公民館活動の充実
　誰もが積極的に参加できる学習機会の提供を目指し、これまでお
こなってきた生涯学習活動を充実していきます。おおえ町民大学
（ぷくらすカレッジ）※１で、学童期から高齢期、成人女性向けなど、
人生の各ステージにおいて学びの場を設定し、事業を推進していき
ます。また、居場所づくりから出会いづくり、そして出番づくりへ
と展開する仕組みの拡大発展を念頭に事業を継続し、自らの学びの
成果を地域に還元できるようにしていきます。個々の主体的な学び
を支援するとともに、生涯学習における個人の要望に加え、地域課
題や社会情勢を踏まえ、事業の充実を目指します。学びにより知識
と教養等を高め、豊かな感情や規範意識、公共の精神を育み、社会
参画や社会貢献の活動につなげていく取り組みを推進していきま
す。

②事業推進体制の充実
　事業の運営にあたっては、主体的に町民が参画する事業形態を推

※１　おおえ町民大学（ぷく
　　　らすカレッジ）
　学校教育法に定める「大
学」ではなく、平成29年度
に設立した生涯学習事業を指
す。共生教育の理念のもと
「学び・語らい・遊び」を
テーマに、「どきどき学部・
わくわく学部・いきいき学
部」の３学部構成で各講座を
実施している。

　第２章　
　つながりを育み、生きがいや学びを深める社会教育の推進
　　～毎日を活き活きと暮らすために～



－ 19 －

進するとともに、その取り組みをとおして次世代のリーダーの育成
を目指します。また、地域住民の主体的な学習活動、および学習を
とおした地域づくりの活動を支援するため社会教育関係職員の資質
向上を図ります。

③自治公民館・コミュニティセンターとの連携
　自治公民館及びコミュニティセンターは、地域の交流事業や祭り
の伝承など、地域コミュニティの拠点であるとともに、地域課題の
解決や次世代育成の場としての大切な役割を果たしています。自治
公民館整備補助金の活用、まちづくり出前講座やフリープラン講座
の活用など、ソフトとハード両面から各自治公民館及びコミュニ
ティセンターと連携し、支援していきます。
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※２　各公立図書館とのネッ
　　　トワーク
　大江町立図書館に居ながら
他の図書館が所蔵する図書資
料の検索や貸出が可能なネッ
トワークを指す（相互貸借
等）。

※３　レファレンスサービス
　利用者が必要な資料などを
求めた際に、図書館員がこれ
を助ける業務。資料を検索、
提供、回答することによって
利用者をアシストすることを
指す。

※４　時節に合った企画展示
　芥川賞や直木賞、本屋大賞
の受賞作品等を図書館入口付
近の本棚に配架し、利用者の
読書意欲を高める。また、毎
月テーマを決めて選書した図
書を展示スペースに設置し、
図書館利用者の興味を広げて
いく。

※５　図書館まつり
　より多くの方から図書館を
利用してもらうきっかけづく
りとして毎年開催しているイ
ベント。映画上映会やスタン
プラリー、図書館倶楽部に
よる読み語り等を実施してい
る。

　第２節　図書館を核とした読書の推進

◇ 現状と課題

　平成２８年に大江町立図書館が開館し、本格的に図書館サービスを
提供していますが、利用者が年々減少傾向にあることから、利用の
拡大を図るための継続的な工夫や魅力的な企画等が求められていま
す。
　読書には知識の獲得のみならず、創造力の育成や脳の活性化など
メリットがたくさんありますが、読書人口は伸び悩んでいます。そ
のため、従来までの「借りる・読む・調べる」にとどまらず「本を
読むことの楽しさ」を知る場所としての図書館づくりを目指してい
く必要があります。
　また、多くの情報を収集・提供することも図書館の大切な役割で
す。県立図書館をはじめ各公立図書館とのネットワーク※２を活用
し、図書館に居ながら各地の各情報を得られる体制づくりの構築が
求められています。

◇ 施策の展開

①図書館と学校との連携
　子どもの頃から本に親しむ機会を増やすため、ブックスタート活
動や絵本などの読み語りの充実に努めるとともに、学校用図書の充
実に向けた支援を実施します。また、図書館を学習活動の場に提供
する等、町内小中学生に図書館へ足を運んでもらう取り組みを実施
していきます。さらに、町立図書館と学校図書との連携を強化する
とともに、子どもの読書活動推進に向け、家庭内における読書の推
進等、必要な事項及び施策をまとめた計画を作成し、読書を通じた
子どもたちの創造力の育成に努めます。

②利用者の立場に立った図書館サービスの充実
　利用者から定期的に足を運んでもらうよう図書・雑誌の購入リク
エストを受け付けるとともに、レファレンスサービス※３の充実を図
ります。特に郷土資料については蔵書を充実させて町立図書館の独
自性を高めるとともに、より多くの方から町立図書館に興味をもっ
てもらうため、町の特色を生かした企画を実施していきます。さら
に時節に合った企画展示※４や図書館まつり※５等のイベントを実施
し、その様子を広報紙等で随時周知します。
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※６　資料収集選定基準
　日本図書館協会の綱領であ
る「図書館の自由に関する宣
言」に基づき、権力の介入や
社会的圧力等に左右されるこ
とのないよう、図書資料を集
めるための基準。

　また、図書館の目指すべき姿をまとめた運営計画を作成し、利用
しやすい魅力的な図書館づくりに努めます。

③資料の収集・保存・提供の充実
　利用者の学習活動等を支援するため、資料収集選定基準※６に沿っ
て資料を収集するとともに、利用者のニーズを的確に把握し、適切
な質・量の確保に努めます。また、資料除籍の基準を整備し、必要
とされる資料を適正に保存するとともに、保存期限が過ぎた資料等
を除籍し、限られたスペースの有効活用に努めます。さらに、県立
図書館をはじめ各公立図書館とのネットワークを活用し、利用者の
幅広い資料要求に応えることに努めます。
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　　第３節　家庭・地域・学校との連携による教育の充実

◇ 現状と課題

　家族の愛に包まれて育ち、地域や学校で学び合い、様々な人とか
かわり合える幼少期と学童期を過ごすことは、その後の人生を豊か
に過ごすことに大きな影響を与えます。しかし核家族化によって
人々のライフスタイルが変化し、家族のあり方や機能も大きく変化
している現在、これまで当たり前だった家庭教育機能の低下が懸念
されています。
　また、少子化により子ども会の活動が困難になっている地区や、
すでに活動を停止している地区もあり、子どもたちが地域での行事
や祭りなどの活動をとおして様々な体験をし、成長していく環境が
少なくなっています。子どもたちが多様な体験をすることは、自立
心や社会性、創造力を養う上で重要なこととされており、地域社会
における子どもたちの豊かな体験の場の創出が求められています。
さらに、子どもたちが事件や事故に巻き込まれて社会問題化した
り、子どもを取り巻く家庭や地域の教育力の低下が指摘されたりし
ています。
　そのようなことから、家庭は人づくりの原点であることを積極的
に啓発し、放課後や休日には、地域の方々の参画を得て、子どもた
ちが安全で健やかに過ごせる場をつくり、遊びや様々な体験活動な
どの機会を充実していくことが求められます。そして今後は、学校
と家庭や地域住民とのより強固な信頼や協力関係を構築するため、
コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の設置を進め、将来的
に地域のリーダーを担う子どもたちの豊かな成長を支えていく必要
があります。

◇ 施策の展開

①親の学習機会の充実
　家庭での教育は、子どもの基本的な生活習慣、生活能力、人に対
する信頼感、豊かな情操、他人に対する思いやりや善悪の判断など
の基本的倫理観・自立心・自制心・社会的マナーを身につけるため
に重要です。学校や関係機関と連携し、親が集まる機会を捉えて家
庭教育のあり方や役割について考える機会を提供します。また、地
域全体で家庭教育を支えるために、情報や学習機会の提供をおこな
います。
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※７　町子ども会育成会連合会
　大江町における小学校区子
ども会育成会の相互の緊密な
連絡提携を図り、子どもの健
全な心身を育成するととも
に、子ども会育成会の自主的
な活動を推進させることを目
的として設立された。

※８　放課後子ども教室
　地域住民の参画を得て、放
課後等にすべての児童を対象
にしておこなう、学習や体
験・交流等の多様な活動。手
芸や料理、書道、自然体験等
の教室を実施している。

②地域ぐるみの子育て支援活動の推進
　各地区の子ども会育成会と連携し、地域行事への参加や子ども同
士の交流の場を提供していきます。町子ども会育成会連合会※７�で
は、地区を超えた子ども会活動の推進や、子ども会活動ができない
子どもたちが参加できる事業を企画していきます。また、放課後子
ども教室※８での事業を積極的に推進し、様々な体験活動や人とふれ
あう事業を実施します。さらに、子ども同士の交流の機会ばかりで
なく、大人同士の交流の場を設け、地域社会における教育力の向上
を図るとともに、町子ども会育成会連合会をとおして、育成会の指
導者と子ども会のリーダーを育成していきます。

③安全な居場所づくりと体験活動の推進
　放課後や週末等における子どもたちの安全で健やかな居場所づく
りを進めるため、放課後子ども教室を実施し、大江町の特性を生か
した工作や自然体験など、さまざまな体験活動をとおして豊かな情
操を育てるとともに、社会力を育むように努めていきます。また、
放課後児童クラブとも連携し交流を図りながら実施していきます。

④学校と地域の連携協働の推進
　町の将来を担う子どもの育成には、家庭・地域・学校が一体と
なり、地域全体で学校運営に取り組むことが大切です。コミュニ
ティ・スクールの設置を進め、学校の運営に保護者や地域住民が参
加することで、学校の教育方針や教育活動に、地域の意見を的確に
反映させる仕組みを構築します。
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※９　ＳＮＳ
　ソーシャル・ネットワーキ
ング・サービスの略で、登録
された利用者同士が交流でき
る会員制のWebサービスのこ
と。

※10　あいさつ運動
　大江町青少年育成町民会議
の活動のひとつで、「あいさ
つで　出会い・ふれあい・心
の輪」の看板を町内各地に設
置し、あいさつの推進をおこ
なっている。

※11　花いっぱい運動
　大江町青少年育成町民会議
の活動のひとつで、公共施設
等に彩りを与え、各地区の美
化推進を図るとともに、植栽
や環境美化をとおして青少年
の健全育成に寄与する目的で
展開している。

※12　中高生を対象とした
　　　  ボランティア活動
　大江町ではボランティア
サークル夢憧布（ぽけっと）
を中心に活動している。この
サークルは昭和63年４月に
発足し、現在は町民へ花苗の
プレゼントや青苧スイーツの
振舞い等をおこなっている。

　第４節　青少年の健やかな育成

◇ 現状と課題

　次世代を担う青少年が、明るくたくましく心豊かに成長していく
ことは町民みんなの願いです。インターネットやＳＮＳ※９の利用
が拡大する中で、青少年が巻き込まれる事件、事故も増えているた
め、より一層健全な青少年育成のための組織体制の強化と非行防止
活動、安全・安心な環境を整備する必要があります。
　また、環境変化が目まぐるしい現代社会において、地域社会をよ
りよく変えていくためには、自由な発想とバイタリティにあふれた
若者の存在が欠かせません。このような若者を育てていくために
は、家庭や学校、地域などの枠組みを超えて、地域社会全体で次世
代を担う青年リーダーを育成していくとともに、町の一員として地
域社会への参画を推進する必要があります。

◇ 施策の展開

①青少年育成活動の推進
　町青少年育成町民会議の取り組みを支援し、警察や学校、地域と
連携しながら青少年の健全育成に資する活動を推進していきます。
青少年に対する街頭指導、見守り活動、あいさつ運動※10、花と一緒
に美しい心を育てる花いっぱい運動※11、広報紙での啓発等をおこな
い、青少年の健全育成の取り組みを推進していきます。
　また、学校やＰＴＡ、地域と連携して、インターネットやＳＮＳ
等に起因する事件・事故から子どもたちを守るための研修会等を実
施するとともに、子どもたちに危険性を伝える活動を社会教育的見
地から実施していきます。

②地域活動への参加の推進
　豊かな地域社会を形成するためには、青少年も積極的に地域活動
に取り組むことが大切です。関係団体との連携を図り、町の中高生
を対象としたボランティア活動※12を促進するとともに、青少年の地
域活動への参加を推進していきます。
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③次世代を担うリーダーの育成
　青年層をターゲットとした講座を実施するとともに、青年層のボ
ランティア活動等を支援し、次世代を担うリーダーの育成に努めま
す。
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※13　大江町芸術文化団体
　　　  協議会
　本町の芸術文化団体の連携
を密にし、親睦を図り芸術文
化の健全なる発展と、地域文
化の振興を図ることを目的と
して発足した。部門は、音
楽・歌謡・民謡・民俗芸能・
茶道・華道・詩吟・剣詩舞・
舞踏・絵画・工芸・太鼓・民
話・俳句・書道などで、会員
相互の研修と連携、文化祭等
発表会行事の開催や団体育成
などの事業をおこなってい
る。

　第５節　芸術文化活動の推進

◇ 現状と課題

　芸術文化を創造し、うるおいのある生活を過ごすことは、町民み
んなの願いです。芸術文化活動は人々の創造力を育み、表現力を高
め、心のつながりを醸成し、心豊かな地域社会の創造に大きく寄与
します。個々の団体による活発な活動がおこなわれている一方、本
町の芸術文化活動の中心を担っている大江町芸術文化団体協議会※13

においては、会員の減少や高齢化など、運営上の深刻な課題も生じ
ています。
　今後も、町民の芸術文化活動の支援と芸術文化団体の育成をおこ
ない、その活動成果を発表する機会を提供します。また、より多く
の町民が芸術文化を身近に感じられる環境をつくるため、優れた芸
術文化に出会い鑑賞する機会の充実を図る必要があります。

◇ 施策の展開

①芸術文化活動の振興
　町芸術文化団体協議会、そして活動の主体である加盟する団体な
ど芸術文化活動をおこなっている団体・個人を支援・発掘していく
とともに、文化祭等での作品展示やステージ発表等、成果を披露す
る機会を通じて、生きがいづくりと芸術文化の振興を図ります。

②芸術文化機会の充実
　ふれあい会館を芸術文化活動の拠点と位置づけ、老朽化による施
設の改修を計画的に進めながら、芸術文化団体が使いやすい施設と
して適切な管理運営に努めます。また、町民の芸術文化の高揚につ
ながるような魅力ある芸術文化活動にふれる機会を設け、町民の芸
術文化に対する意識の向上に努めます。
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※１　史跡左沢楯山城跡
　左沢市街地北方の楯山に、
中世から近世初頭にかけて
あった大規模な山城跡。平
成21年２月12日に国史跡に
指定。大江氏の一族左沢氏に
よって構築された、出羽国村
山地方を代表する中世から江
戸時代前期にかけての城跡で
ある。八幡座やゴホンマル、
寺屋敷などの曲輪の構造、機
能が明らかとなり、切岸や堀
切などの遺構も良好に残って
いるため、村山地方の中世か
ら近世に至る動向を知るうえ
で貴重な城跡。

※２　重要文化的景観
　文化財保護法に定められて
おり、風景の国宝ともいわ
れる。大江町は平成25年３
月27日に、山形県で初めて
「最上川の流通・往来及び左
沢町場の景観」として国の選
定を受ける。国から「城下町
と河岸集落に起源を持ち、中
世から現代にかけての都市構
造を重層的に示す文化的景観
として重要」との評価を得て
いる。

　第３章
　ふるさとの文化に親しみ、
　郷土への誇りと愛着を育む教育・文化活動の推進
　　～薫り高い文化の息づく風土のために～

　第１節　未来に向けた文化財等の保護と整備

◇ 現状と課題

　文化財の中には時の流れや、人口減少・高齢化に伴う担い手不足
により滅失・散逸してしまう恐れのあるものも少なくありません。
これら町内に残る伝統文化や文化財を守り、後世に伝えていくこと
は、今を生きる私たちの責務でもあります。
　郷土の誇りである文化財や民俗芸能文化の保護と整備を進めると
ともに、これらに親しみ、学び、ふれあう活動を推進する必要があ
ります。

◇ 施策の展開

①史跡左沢楯山城跡保存・整備の推進
　史跡左沢楯山城跡※１は、国の史跡として指定（平成２１年２月）さ
れた町の宝です。その史跡としての価値の保存を前提とした整備を
進め、町民をはじめ訪れる方が城跡を体感できるようにしていきま
す。

②重要文化的景観「最上川の流通・往来及び左沢町場の景観」の活用
　平成２５年３月に選定された重要文化的景観※２の重要な構成要素
については、「街並み」や「建築物」等、それぞれの区分に応じて
整備方針を示した計画を策定し、所有者の意向も踏まえたうえで保
存・整備を進めるとともに、左沢町場を気軽に散策できるような施
設を順次整備し、町の歴史にふれあえるように努めていきます。

③町の歴史資料等の保存
　町史編さん事業として、町の歴史を知るうえで必要不可欠な各種
資料の散逸を防ぐとともに、記録として収集して後世に残し活用を
図っていきます。
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※３　民俗芸能文化
　民俗行事のなかに伝承され
た民間の芸能で、郷土芸能と
もいわれる。大江町内で伝
わっているものには、田植踊
や囃子屋台、獅子踊などがあ
る。

④民俗芸能文化の保存
　町内の集落に残る民俗芸能文化※３については、その重要性を認
識し継承していくため各種団体を支援していきます。また、民俗芸
能文化に親しみ、学ぶことにより、伝統文化の価値の理解に結びつ
け、ふるさとを愛する人材の育成に努めます。
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※４　文化財
　文化財保護法第２条に、建
造物や絵画などの「有形文化
財」、演劇や音楽などの「無
形文化財」、衣食住や生業な
どに用いられる衣服や器具な
どの「民俗文化財」、古墳や
城跡などの「記念物」、地域
における人々の生活または生
業などにより形成された景勝
地である「文化的景観」、周
囲の環境と一体をなして歴史
的風致を形成している建造物
群である「伝統的建造物群」
を指すと定められている。

※５　青苧（あおそ）
　イラクサ科の多年生植物
で、苧麻（ちょま）やからむ
しとも呼ばれ、古くから着物
などの素材に使われてきた植
物繊維。高級衣料の原料とし
て、かつては北陸や近江、奈
良などの織物産地に出荷さ
れ、紅花と並んで山形県の特
産物であり、大江町ではさか
んに栽培された。大江町七軒
地区七夕畑の青苧は最高の品
質とされ「七軒苧」と呼ばれ
珍重された。

※６　大江町立歴史民俗資料館
　大江町中央公民館に隣接す
る歴史民俗資料館は、昭和
54年に十郎畑にあった齋藤
半助家を現在地に移築復元し
たもの。齋藤半助家は旧小清
村の名主であり、周辺村落随
一の地主でもあった。商家と
しては加賀屋という問屋であ
り、明治初期まで青苧・生
糸・漆ロウ・木炭等を取り
扱っていた。

　第２節　町の文化・歴史を学ぶ機会の創生

◇ 現状と課題

　文化財※４の継承や保存と同時に、近年はその活用が注目されつつ
あります。学校教育や社会教育の場面で文化財を知る、ふれあう、
学ぶ機会の創出を推進していく必要があるとともに、重要な観光資
源等としてこれまで以上に活用が求められています。

◇ 施策の展開

①地域に残る文化財等の活用
　町内各集落には、公に知られていない文化財等が存在していま
す。地域に残る文化財の総合的な保存と活用を図っていくため、大
江町文化財保存活用計画（仮称）の策定に取り組んでいきます。ま
た、町内の文化財の掘り起こしを進め、新規指定を目指します。
　さらに各小中学校のふるさと学習等の学校教育、ぷくらすカレッ
ジ等の社会教育の場面で、青苧※５や各地区の遺跡・遺物等の文化財
にふれあい、学ぶ機会を創出し、文化財の活用を図っていきます。

②歴史民俗資料館等の活用
　町指定文化財である大江町立歴史民俗資料館※６については、伝統
食のつどいや小正月行事、大江のひなまつりを開催していくととも
に、協力団体の青苧料理提供をとおして活用を図っていきます。
　また、町内に残る民具等については保存収集を図るとともに、旧
七軒東小学校で保管している民具についても資料館での展示をはじ
め、多様な企画展示おこなうなど、その新たな活用について検討し
ていきます。
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※１　スポーツ基本法
　スポーツに関する基本理念
および施策の基本となる事項
を定めることにより、スポー
ツに関する施策を総合的かつ
計画的に推進し、これにより
国民の心身の健全な発達、明
るく豊かな国民生活の形成、
活力ある社会の実現や発展に
寄与することを目的としてい
る法律。

※２　ニュースポーツの定義
　ニュースポーツとは、技術
やルールが比較的簡単で、誰
でも、どこでも、いつでも容
易に楽しめることを目的に新
しく考案されたスポーツ。
大江町では、グラウンドゴル
フやパークゴルフ、スポーツ
吹き矢、輪投げ等のニュース
ポーツ用具を備え、紹介や用
具の貸し出しもおこなってい
る。

　第４章
　健やかな体と豊かな心を育む教育・スポーツ活動の推進
　　～健康と生きがいづくりのために～

　第１節　生涯にわたるスポーツ活動の推進

◇ 現状と課題

　スポーツには競技力向上だけでなく、体力づくりや健康づくり、
仲間づくりにも大きく寄与する面があり、町民の関心とニーズが高
まっています。さらに、大江町には温泉施設や楯山公園、大山自然
公園、最上川フットパス、神通峡などの自然に恵まれた施設があ
り、関係機関と連携して、これらの活用により日常的に町民のス
ポーツと健康づくりに活用することが求められています。この要望
に応えるために、町民の生涯にわたる興味・関心・適性等に配慮
し、いつでも・だれでも・どこでも体を動かすことが可能なスポー
ツ環境を整えていく必要があります。
　また、スポーツ基本法※１において障がい者のスポーツについて推
進していくことが求められていますが、障がい者のスポーツ活動に
知見を持つ指導者の確保や障がい者に配慮した施設の整備も課題と
なっています。

◇ 施策の展開

①いつでもだれでもどこでも楽しめるスポーツ活動の推進
　スポーツやレクリエーションは健康的な体をつくることにつなが
り、ストレス発散や気分転換にも役立ちます。町民がいつでもだれ
でもどこでも楽しめるスポーツ活動の推進を目指し、イベントの開
催等を通じて町民がスポーツのできる機会を確保するとともに、安
全にスポーツをおこなうことができる環境の整備を推進していきま
す。

②生涯にわたりスポーツに親しむ活動の推進
　子どもから高齢者、障がいのある方に至るまで年齢を問わず楽し
むことができるニュースポーツ※２やレクリエーションとしてのス
ポーツの普及を進めるとともに、大江町の特徴ある自然等も活用し
た体力づくりや健康づくりを目指し関係団体と連携して生涯スポー
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※３　総合型地域スポーツク
　　　ラブ（大江スポーツク
　　　ラブＯ－ＳＴＥＰ）
　幅広い世代の人々が、各自
の興味関心・競技レベルに合
わせて、さまざまなスポーツ
に触れる機会を提供する地域
密着型のスポーツクラブの
こと。大江町の総合型地域ス
ポーツクラブ「大江スポーツ
クラブＯ－ＳＴＥＰ（オース
テップ）」は、平成24年度
に設立された。町民の誰も
が、いつでも、どこでも、い
つまでも、スポーツやレクリ
エーション活動を通じて「仲
間づくり、生きがいづくり」
ができることを目標に、各種
の教室やイベント等を開催し
ている。

ツ活動を推進していきます。
　また高齢の方が安心・安全に取り組める高齢者スポーツ環境の整
備や、障がいのある方にも楽しんでもらえるよう安全に配慮したス
ポーツ環境の整備を進めます。

③町民が主体的に参加する地域スポーツの推進
　スポーツに対する多様なニーズに応えるため、総合型地域スポー
ツクラブである大江スポーツクラブＯ－ＳＴＥＰ※３は、それぞれの
志向・レベルに合わせた各種教室を準備し、運営されています。
　また、仲間づくり・生きがいづくりを目的に町民参加の自主運営
がおこなわれていることから、町民が主体的にクラブ運営へ参加し
やすい環境づくりや、持続的な自主運営を支援していきます。

④感動や夢を与えるスポーツの推進
　競技スポーツは見る人に感動を、地域には一体感を、競技者へは
夢を与えることから、優れた成績を収めた選手の顕彰と競技団体の
活性化、競技力の向上・指導者の育成に向けて支援をおこない意識
の高揚を図っていきます。また、地元プロスポーツチームとの連携
等により、スポーツを通じた地域交流の場を創出します。
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※４　スポーツ少年団
　スポーツ少年団は、単位ス
ポーツ少年団、市区町村ス
ポーツ少年団、都道府県ス
ポーツ少年団、日本スポーツ
少年団の４つの段階で構成・
運営されており、全国的な日
本スポーツ少年団は、昭和
37年に創設された。令和２
年現在、大江町の単位スポー
ツ少年団は、野球・剣道・柔
道・ミニバスケットボール・
バレーボール（男・女）、５競
技で６つの団体が活動してい
る。

※５　青少年スポーツ
　青少年スポーツとは、青年
と少年がおこなうスポーツ
のことで、大江町教育プラ
ン（第３次大江町教育振興計
画）では、主に小中学生がお
こなうスポーツを指す。大江
町の青少年スポーツ団体は、
６つのスポーツ少年団、９つ
の中学校運動部活動、他に卓
球やバドミントンのスポーツ
クラブ等が活動している。

※６　体育協会
　大江町体育協会は14の競
技団体が加盟し、スポーツの
実施奨励によって体育を振興
し、明朗で活気ある地域社会
の建設に貢献することを目的
とし、スポーツ大会の主催や
加盟団体への支援等の様々な
事業をおこなっている。

　第２節　スポーツ組織の育成・連携支援

◇ 現状と課題

　本町では、幼少期に競技スポーツの基礎を築くスポーツ少年団※４を
はじめ、成年の競技スポーツ団体が中心となり構成されている体育
協会等、年齢や競技種目に応じた多くのスポーツ組織が活動をおこ
なっています。しかし、競技やライフスタイルの多様化の影響を受
けた成年スポーツ団体会員の減少や会員の高齢化が進んでいます。
また、少子化によりスポーツ少年団や学校部活動の運営が今後ます
ます困難な状況となるため、青少年スポーツ※５のあり方について検
討を進めていく必要があります。

◇ 施策の展開

①体育協会及び大江スポーツクラブＯ－ＳＴＥＰを核とした組織の
　育成・連携支援
　スポーツだけでなく「新しい公共」の担い手として医療や福祉分
野での事業展開も視野に入れたＯ－ＳＴＥＰの育成や、地域に根ざ
したスポーツ活動を推進し、活力ある地域づくりを目指している体
育協会※６活動を支援していきます。また、変化の早い社会情勢に対
応し多種多様な町民ニーズに機敏に応えていくため、スポーツ組織
の独自性を尊重しながら、相互に補完し協力していく関係づくりを
推進します。さらには体育協会及びＯ－ＳＴＥＰを核としたスポー
ツ組織の育成と連携の支援を進めます。

②青少年スポーツのあり方の検討
　少子化により、スポーツ少年団や部活動等、既存の青少年スポー
ツ組織の運営が困難な状況となることが予想されます。学校部活動
指導員の配置を含めた少年スポーツと成人スポーツ組織とのかかわ
り方や広域化等の考え方も含め、青少年スポーツのあり方の検討を
進めます。
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　第３節　スポーツ環境の整備・充実

◇ 現状と課題

　社会体育施設は建設から３０年以上経過し老朽化している施設が多
く、少子高齢化等の社会状況の変化に対応が難しくなっている施設
もあります。人口減少が確実に進行している中で、利用者が安全に
利用できるように整備を進めていくことが求められており、施設の
長寿命化計画（公共施設個別計画）に基づいたきめ細やかな整備を
おこなうことが必要です。

◇ 施策の展開

①施設の整備
　利用者の安全を第一に考え施設長寿命化計画に基づいた整備・修
繕をおこなうとともに、情報収集に努め社会情勢の変化に対応した
施設整備をおこないます。

②施設の管理・運営
　利用者のニーズを把握し利便性を確保して、質の高いきめ細やか
なサービスの提供に努めます。スポーツ用備品の老朽化も進んでい
ることから、安全性確保のために計画的な更新をおこなっていきま
す。また、社会情勢の変化に機敏に対応し、既存施設の効率的で有
効な活用による質の高い施設運営をおこなうよう努めます。
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